
 

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
認

定
に
つ
い
て 

総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、

国
土
交
通
省
、
環
境
省
は
、
棚
田
地
域
振

興
法
（
令
和
元
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第

十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
四
月
十

六
日
、
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
、

【
本
体
の
名
称
「
四
谷
の
千
枚
田
地
域
振

興
協
議
会
」】
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。 

概
要 指

定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
は
、
棚

田
地
域
振
興
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た

指
定
棚
田
地
域
に
お
い
て
、
多
様
な
主
体

が
参
画
す
る
協
議
会
が
、
当
該
地
域
の
振

興
や
当
該
地
域
内
の
棚
田
等
の
保
全
に

関
す
る
活
動
を
定
め
た
計
画
で
、
認
定
を

受
け
た
計
画
に
基
づ
い
て
活
動
を
行
う

場
合
、
取
組
目
標
の
設
定
及
び
達
成
を
要

件
と
し
て
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
の
棚
田
地
域
振
興
活
動
加
算
の
活

用
等
が
可
能
と
な
る
。 

な
お
、
今
回
が
第
六
回
目
の
認
定
で
あ

り
、
第
一
回
か
ら
今
回
ま
で
で
認
定
し
た

計
画
の
累
計
は
、
二
十
九
道
府
県
百
十
八

計
画
と
な
っ
た
。  

令
和
元
年
六
月
十
二
日
、
議
員
立
法
に

よ
る
「
棚
田
地
域
振
興
法
」
が
衆
参
両
院

の
全
会
一
致

を
も
っ
て
可

決
・
成
立
し
八

月
十
六
日
に

施
行
さ
れ
た
。 

本
稿
で
は
棚
田
地
域
振
興
法
（
棚
田
法
）

の
法
案
作
成
に
心
血
を
注
い
だ
農
林
水

産
省
で
い
ち
ば
ん
こ
の
法
律
に
詳
し
い

黒
田
祐
一
さ
ん(

新
城
市
出
身)

の
解
説
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

棚
田
法
制
定
の
経
緯 

平
成
三
十
年
五
月
、
棚
田
支
援
の
た
め

の
議
員
立
法
検
討
の
た
め
、
自
民
党
に

「
棚
田
支
援
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ
」
（
棚
田
Ｐ

Ｔ
）
が
設
置
さ
れ
、
有
識
者
や
保
全
団
体

の
代
表
者
等(

小
山
舜
二
も)

か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
等
を
踏
ま
え
、
論
点
を
取
り
ま
と

め
た
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

〇 

棚
田
は
日
本
の
宝
で
あ
る
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
立
法
措
置
に
よ
り
示
す
。 

〇 

棚
田
の
景
観
、
文
化
的
価
値
、
自
然

環
境
な
ど
棚
田
を
核
と
し
た
「
地
域
振
興
」

を
図
る
と
い
う
視
点
の
立
法
措
置
と
す

る
。 

〇 

棚
田
を
守
る
た
め
に
は
、
多
角
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
で
、
各
省
横
断
的

な
支
援
枠
組
み
を
構
築
す
る
。 

こ
の
論
点
を
基
に
、
棚
田
Ｐ
Ｔ
に
お
い

て
法
案
化
が
進
め
ら
れ
、
超
党
派
の
棚
田

振
興
議
員
連
盟
に
お
い
て
、
関
係
各
党
と

の
調
整
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。 

そ
の
結
果
、
六
月
五
日
の
衆
議
院
農
林

水
産
委
員
会
に
お
い
て
、
法
案
が
自
民
、

立
憲
、
国
民
、
公
明
、
維
新
の
五
会
派
の

共
同
提
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。 

① 
 

趣
旨
・
目
的
等 

本
法
律
は
、
市
町
村
を
含
む
多
様
な
主
体

か
ら
な
る
「
指
定
棚
田
地
域
振
興
協
議
会
」 

（
協
議
会
）
に
よ
る
、
農
業
活
動
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
移
住
促
進
、
文
化
の
継
承
、

観
光
促
進
、
自
然
環
境
保
全
な
ど
棚
田
を

核
と
し
た
幅
広
い
活
動
を
、
関
係
府
省
庁

横
断
で
総
合
的
に
支
援
す
る
も
の
で
、
こ

の
た
め
、
内
閣
府
、
総
務
省
、
文
部
科
学

省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境

省
の
六
府
省
が
共
管
し
、
内
閣
府
が
主
管

と
な
っ
て
棚
田
の
保
全
だ
け
で
な
く
、
棚

田
地
域
の
振
興
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
、

棚
田
が
荒
廃
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る

背
景
に
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
あ
り
、

農
業
生
産
活
動
に
着
目
し
た
支
援
だ
け

で
は
荒
廃
を
防
ぐ
こ
と
は
難
し
く
、
棚
田

を
含
む
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
の
問
題
意
識
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。 

② 
 

基
本
的
な
枠
組
み 

国
が
「
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
基
本

方
針
」
を
定
め
、
こ
の
基
本
方
針
を
勘
案

し
て
都
道
府
県
は
「
都
道
府
県
棚
田
地
域

振
興
計
画
」
を
策
定
す
る
。 

そ
の
上
で
、
支
援
の
対
象
と
な
る
「
指

定
棚
田
地
域
」
を
都
道
府
県
の
申
請
に
基

づ
き
国
が
指
定
。
指
定
棚
田
地
域
は
、
政

令
で
定
め
る
「
棚
田
地
域
」
の
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
、
要
件
は
、
昭
和
二
十

五
年
二
月
時
点
の
市
町
村
の
区
域
で
、
そ

の
区
域
内
に
勾
配
１
／2

0

以
上
の
一
団

の
棚
田
が
１
㌶
以
上
あ
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。 

指
定
基
準
は
、
基
本
方
針
に
定
め
ら
れ
、

一
つ
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
と
棚
田

の
持
つ
多
面
的
機
能
か
ら
み
て
振
興
を

図
る
必
要
性
が
あ
る
か
ど
う
か
。
二
つ
目

は
、
地
元
の
保
全
体
制
や
地
方
公
共
団
体

の
支
援
体
制
か
ら
活
動
の
実
現
可
能
性

が
あ
る
か
ど
う
か
。
指
定
棚
田
地
域
に
お

い
て
、
市
町
村
は
、
農
業
者
、
地
域
住
民
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら
な
る
協
議
会
を
組
織
し
、

協
議
会
が
「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計

画
」
を
作
成
し
、
国
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
で
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。 

お
わ
り
に 

棚
田
法
は
、
棚
田
地
域
を
関
係
府
省
横

断
で
支
援
す
る
と
い
う
新
た
な
試
み
で
、

我
が
国
の
地
域
政
策
の
一
つ
の
モ
デ
ル

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

          

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 213 号  

樹上で産卵したモリアオガエ

ルは住処の山へ帰る途中、精魂

尽き果て、手を滑らして田んぼ

の中へ落下。カエルが帰るのに

手間取ったようだ。 



 

景
観
環
境
整
備 

 
五
月
二
十
九
日
、
保
存
会
は
「
千
枚
田

入
り
口
付
近
と
ふ
れ
あ
い
広
場
の
草
刈

り
を
行
っ
た
。 

 

終
息
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、

「
雑
草
と
街
場
か
ら
来
る
連
中
に
は
勝

て
な
い
」
と
、
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。 

 

「
愛
知
県
緊
急
事
態
措
置
」、「
県
境
を

ま
た
ぐ
移
動
を
自
粛
」
等
々
の
対
策
を
掲

げ
て
い
る
が
、
県
内
ば
か
り
か
近
畿
、
九

州
、
関
東
方
面
の
ナ
ン
バ
ー
ま
で
み
か
け
、

兎
に
も
角
に
も
千
枚
田
は
賑
わ
う
。 

会
員
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
掛
け
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
と
缶
ビ

ー
ル
を
手
渡
す
情
け
な
さ
に
、
一
日
も
早

い
終
息(

コ
ロ
ナ
禍)

を
願
っ
て
や
ま
な
い
。 

                

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵  

五
月
十
八
日
、
千
枚
田
の
我
が
家
の
田

ん
ぼ
で
一
個
体
の
卵
塊
を
確
認
。
二
十
二

日
の
雨
上
が
り
の
朝
、
小
山
孝
夫
の
田
ん

ぼ
で
十
個
体
が
産
卵
、
六
月
五
日
の
早
朝
、

十
六
個
体
の
産
卵
を
確
認
し
た
。 

千
枚
田
に
お
け
る
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

は
大
代
の
天
王
橋
か
ら
上
が
自
然
分
布

域
で
あ
っ
た
が
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。 

 
 
 
 
 

平
成
十
四
年
、
ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ
れ

あ
い
事
業
で
農
道(

景
観
道)

、
ふ
れ
あ
い

広
場
等
の
施
設
整
備
が
さ
れ
、
農
作
業
の

作
業
性
が
驚
く
ほ
ど
軽
減
さ
れ
た
。
保
存

会
は
、
こ
の
事
業
の
完
成
を
喜
び
、
田
ん

ぼ
の
生
き
も
の
の
再
生
を
図
る
た
め
ビ

オ
ト
ー
プ
を
造
成
、
完
成
を
記
念
し
て
親

子
観
察
会
を
開
催
。
そ
の
時
、
モ
リ
ア
オ

ガ
エ
ル
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
放
流
、
三

年
後
に
は
自
然
再
生
を
確
認
。
そ
の
後
も

毎
年
、
分
布
拡
大
が
顕
著
で
あ
る
。  

こ
の
成
果
は
田
園
自
然
再
生
活
動
コ

ン
ク
ー
ル
で
大
臣
賞
受
賞
、
ま
た
、
英
国

Ｂ
Ｂ
Ｃ
も
十
九
日
間
の
長
期
撮
影
、
世
界

発
信
さ
れ
た
。
嬉
し
い
こ
と
に
、
今
年
の

「
特
別
教
科 

道
徳
」
副
読
本 

愛
知
県
版

《
明
る
い
心
》
四
年
生
の
教
科
書
に
、
ま

た
、
愛
知
県
教
育
振
興
会
発
行
の
《
あ
い

ち
発
見 

コ
レ
、
な
～
ん
だ
！
？
》
に
も

掲
載
さ
れ
る
な
ど…

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

は
千
枚
田
の
ス
タ
ー
で
も
あ
る
。 

獣
害
被
害 

 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
電
気
柵
を
飛
び
越
え

て
田
ん
ぼ
に
侵
入
、
早
苗
の
幼
葉
を
バ
リ

カ
ン
で
刈
っ
た
よ
う
に
、
見
事
に
食
い
荒

ら
さ
れ
た
。…

怒
り
心
頭
！ 

ホ
タ
ル
舞
う
千
枚
田 

 

生
物
多
様
性
国
際
会
議(C

O
P

1
0

)

を

契
機
に
、
自
然
に
優
し
い
ホ
タ
ル
舞
う
千

枚
田
を
目
論
見
、
カ
ワ
ニ
ナ
の
育
つ
環
境

づ
く
り
等
々
、
手
心
を
加
え
、
以
来
十
年
、

「
ホ
タ
ル
舞
う
和
の
里
」
な
ど
と
勝
手
に

名
付
け
、
夜
な
夜
な
楽
し
ん
で
い
る
。 

               

田
の
草
取
り 

 

六
月
十
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

は
、
先
月
十
三
日
に
植
え
た
田
ん
ぼ
の
草

取
り
と
稲
の
生
育
調
査
を
行
っ
た
。 

学
生
た
ち
は
生
長
し
た
早
苗
を
一
目

見
る
な
り
「
す
ご
い…

」
と
感
動
し
き
り

で
、
田
の
草
取
り
に
も
力
が
入
り
、
真
剣

に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
後
、
教
材
用
の
梅

取
り
を
行
っ
た
。 

     

行 
 

令
和
三
年
六
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


